
谷
山
に
在
る
。
金
樽
町
入
金
屋
彦
四
郎
は
、
額
丹
後

の
後
系
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
家
停
に
御
納
谷
の
石
碑

二
恭
は
丹
後
・
八
郎
四
郎
の
墳
で
あ
る
と
い
う
て
厨

る
。
亀
尾
記
に
は
之
を
五
輪
塔
三
基
と
し
て
、
官
僚

氏
系
枇
の
混
と
い
ふ
と
記

L
て
国
間
る
が
、
若
し
宮
極

氏
本
系
の
訟
で
あ
る
な
ら
ば
、
散
ら
に
野
K

市
を
離

れ
た
既
に
在
る
も
併
し
錐
〈
、
出
国
か
雨
三
悲
に
止
る

も
訴
か
し
い
。
金
患
の
家
停
の
方
が
正
し
い
と
思
は

L
b
。

t
4
 

て
一
二
人
と
な
っ
た
。

コ
プ
合
口
小
袋

期
制
的
制
給
分
の
内
の
小
字
。

コ
フ
ジ
ザ
ン
小
富
士
山

邸
主
郡
納
見
邸
古
川
の

東
南
に
在
る
山
。
高
さ
四
二
抗
米
。
地
質
卸
石
安
山

容
。

イ呈

河
北
郡
小
坂
庄
に
臨
す

コ
フ
主
?
去

る
部
古
川
。

ゴ
フ
チ
エ
ン

御
扶
持
人

」
ト
ヲ
ム
ラ

十
村。

コ
プ
ナ
ヤ
マ
小
鮒
山

山
ザ
ノ
珠
洲
抑
大
谷
の

部
務
か
ら
南
方
に
九
百
る
山
。

コ
プ
ン
ギ
ヨ
ウ
小
分
校

江
沼
郡
の
能
祭
境
に

邸
す
る
部
古
川
。
明
治
申
大
分
校
と
併
せ
て
分
校
と
な

っ
た
。コ

プ
ン
ザ
ツ
シ
ユ
ウ
古
女
難
繁

三
加
。
森
田

平
次
編
。
加
越
能
三
州
に
閲
す
る
諸
積
の
古
文
部
を

見
る
に
随
う
て
雑
然
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

コ
フ
ン
チ
ョ
ウ
サ
古
柄引
制
査

古
加
の
翻
資
は
、

明
治
二
年
太
政
官
が
各
部
耐
胞
に
命
じ
て
之
を
行
は
し

め
た
に
起
る
。
そ
の
日
約
と
す
る
所
は
、
久
し
〈
悦

の
知
る
所
と
な
ら
な
か
っ
た
長
妃
・ドポ
子
・長
女
等
の

御
誕
を
夜
見
し
よ
う
と
す
る
に
在
っ
た
。

コ
へ
イ
ダ
ン
ザ
ン
ノ
ウ
シ
ユ
ウ
ギ
ヨ
空
シ
ユ
ウ

古
丘
一設
援
護
拾
玉
集
二
加
。
政
調
廿
古
兵
訴
に
倣
う

て
、
天
正
以
来
の
諸
合
戦
に
武
功
を
到
し
た
古
老
の

既
話
を
帆
録
し
た
も
の
。
有
川
中
氷
点
の
反
古
裂
に
使

L
て
包
い
た
の
を
、
事
保
Au
一
年
そ
の
子
武
点
が
腕
副

理
脱
稿
し
た
と
あ
る
。

コ
ベ
ジ
マ
乙
ベ
島

訴
の
北
方
に
在
る
品
。

コ
へ
ヌ
キ
ム
ラ

築
。

コ
ピ
ヨ
ウ
プ
ヤ
マ
小
房
風
山

白
山
な
る
別
山

の
阪
上
か
ら
西
北
御
前
島
に
向
か
ふ
聞
に
在
る
。
標

高
二
三
四

O
米
。

コ
ヒ
ラ
サ
ハ
小
平
漂

戸

ヒ
ラ
石
川
都
宮
健
庄

に
臨
す
る
部
世
間
。

コ
プ
イ
ケ

窃
池

珠
洲
郡
泌
呆
寺
(
部
前
名
〉
に

あ
る
泊
。
そ
の
水
で
抑
を
洗
へ
は
必
ず
取
れ
る
と
い

‘中。
ゴ
プ
イ
チ
五
歩
市

石
川
郡
申
村
郷
に
関
す
る

部
世
間
。
斑
文
十
年
の
村
御
印
に
は
五
部
一
と
あ
り
、

そ
の
後
五
部
市
と
も
五
分
市
と
も
惑
い
た
が
、
延
費

五
年
の
頃
か
ら
主
歩
市
と
密
上
げ
た
。

ゴ
7
9プ
ギ
ヨ
ウ

呉
服
奉
行

立
文
五
年
山
下

吉
左
術
門
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
始
で
あ
ら
う
。
延
貸

荒
年
締
役
L
、
そ
の
代
b
抽
出
援
助
左
衛
門
は
元
総
四

年
制
役
L
、
同
年
間
聞
神
左
衛
門
、
十
二
年
中
村
漏

八
郎
が
命
ぜ
ら
れ
、
以
来
雨
入
充
辿
約
し
た
が
、
安

永
五
年
三
且
に
は
商
人
共
こ
の
役
柄
を
完
ぜ
ら
れ
、

合
同
凶
器
行
か
ら
粂
惜
し
た
。
然
る
に
九
年
十
且
十
九

日
行
山
僧
左
衛
門・
原
箆
太
夫
再
び
命
ぜ
ら
れ
て
、

以
来
ま
た
商
人
充
迎
納
し
、
文
化
八
年
七
且
七
日
江

戸町
H
手
方
御
用
品
班
帯
を
命
ぜ
ら
れ
、
替
る
々
々

一
人

充
江
戸
へ
結
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
い
で
同
年
九

且
四
日
芝
山
粥
右
衛
門
が
命
ぜ
ら
れ
、
こ
与
に
於
い

臨
島
郡
能
障
R
h
町
な
る
曲
蔀

』
へ
ぬ
吉
村

」
コ
シ
バ

コ

ポ

古
保

向
。
石
川
郡
大
賢
庄
に
崩
す
る

部
四
問
。
設
に
、
古
保
は
小
府
で
、
都
府
の
所
在
地

コヒ
ーー
コホ

d、

で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。

ゴ
ホ
ウ
ジ

護
法
寺

i
ウ
タ
ニ
ジ
字
待
寺
。

ゴ
ボ
ウ
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
御
坊
正
月

務
政
の
降
、

正
且
二
十
八
日
に
梁
を
休
む
こ
と
を
、
能
官
で
御
坊

正
且
と
い
う
た
。
親
約
聖
人
の
命
日
に
詰
る
か
ら
で

あ
る
。コ

ポ
ウ
ズ
小
坊
一
三

」
ポ
ウ
ズ
幼
主
。

ゴ
ボ
ウ
ノ
シ
ョ
ウ
ヂ
御
坊
の
小
館

金
剛
仰
の
沼

町
名
。
元
隊
六
年
の
士
般
に
、
聞
大
工
川
御
坊
の
小

山
間
と
あ
る
。
今
の
木
品
川
町
な
る
上
宮
寺
の
杭
小
路
を

し
」。ゴ

ボ
ウ
マ
チ

御
坊
町

金
保
の
哲
町
名
。

小
立

野
に
御
坊
磁
恩
寺
と
い
ふ
認
宗
寺
院
が
あ
り
、
そ
の

町
内
を
御
坊
町
と
聴
し
た
。
今
は
二
十
入
聞
と
な
っ

て
ゐ
る
。

ゴ
ボ
ウ
マ
チ
五
費
町

金
掃
の
町
名
。
も
と
臨

御
坊
町
と
も
凶
末
寺
町
と
も
い
う
た
が
、
明
治
四
年

四
且
今
の
名
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

ゴ
ボ
ウ
ヤ
シ
キ

御
坊
屋
数
江
泊
郡
今
江
領
の

畑
の
内
に
あ
っ
て
、
音
ち
や
せ
ん
等
と
い
ふ
寺
が
あ

っ
た
と
い
ふ。

コ
ホ
ウ
ヨ
ソ
ウ
蓋
峰
銭
草

一
加
。
爺
峰
神
体
山

安
良
の
府
集
で
、
長
短
百
品
H

一
誌
が
服
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
除
草
と
い
ふ
の
は
陸
部
持
品
却
の
伶
也
で
あ
る
か

ら
で
あ
ら
う
。

コ
ボ
ガ
ハ
古
保
川

山
川
一
プ
石
川
加
に
在
る
。

向
H
M
U
の
制
岱
に
、
矧
谷
川
・

伏
見
川
が
米
泉
と
商
泉

と
の
領
域
で
都
合
ひ
、
そ
れ
よ
り
下
読
を
古
保
川
と

い
ふ。

古
保
川
は
高
畠
と
古
保
と
の
領
域
で
才
川
に

流
入
す
る
と
あ
る
。

コ
ホ
リ

郡

J
オ
コ
ホ
H

御
郡
。

コ
ボ
リ
カ
ツ
ツ
ネ
小
甥
勝
経
左
兵
衛
と
穂

L
、

徹
二
千
石
を
領

L
、
御
崎
日
銀
奉
行
を
経
、
一冗鰍
七
年

高
山
夜
番
御
馬
廻
御
香
原
を
勤
め
た
。
資
永
二
年
先

筒
簡
と
な
り
‘
廿
午
保
六
年
波
。

コ
ホ
リ
カ
ン
ザ
プ
ロ
ウ
郡
勧
三
郎

父
八
一訴
は

三
百
石
を
領
し
た
。
勘
三
郎
之
を
剛
警
宮
、
天
和
元
年

渡
。
そ
れ
か
ら
四
代
勝
左
衛
門
信
隔
の
と
き
断
絶
し

た
。

コ
ポ
リ
ザ
ダ
ア
キ
小
堀
定
明

辺
都
左
腕
・牛
右

衛
門
。
字
を
担
政
、
蹴
を
芳
洲
と
い
う
た
。
交
は
午

右
衛
門
永
頼
。
正
前
回
四
年
十
二
且
サ
四
日
生
ま
れ
、

究
廷
元
年
四
且
新
知
二
百
石
を
受
け
て
大
小
静

・
袋

小
将
と
な
り
、
質
問
問
八
年
四
且
父
致
仕
の
後
半
e
受
け

て
家
鉄
二
千
石
を
袈
ぎ
、
組
外
番
蹟
よ
り
諸
般
に
阪

任
し
た
が
、
天
明
五
年
四
且
官
七
日
事
に
依
っ
て
訟

磁
を
命
ぜ
ら
れ
、
入
年
四
且
叶
七
日
七
十
五
歳
を
以

て
渡
し
た
。
異
本
抑
制
徳
公
御
夜
惑
の
若
が
あ
る
。

コ
ポ
リ
シ
ゲ
マ
ザ
小
堀
霊
政

孫
兵
衛
と
椛
L
、

小
焔
越
州
の
弟
仁
右
術
門
判
官
の
二
男
で
あ
る
。
限
長

三
年
前
回
日
判
長
に
召
出
さ
れ
て
千
石
を
領

L
、
注
文

六
年
先
防
顕
と
な
り
、
到
永
二
年
先
ぜ
ら
れ
、
}止佑

二
年
夜
。

子
孫
品
川
々
務
に
仕
へ
る
。

コ
ポ
リ
シ
ン
ジ
ュ
ウ
ロ
ウ

小
掘
新
十
郎

小
早

川
秀
秩
の
家
痘
平
附
石
見
守
の
子
で
あ
る
。

小
川叩持一

江
守
政
一
の
清
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
氏
を
回
し
、

前
回
利
常
に
召
出
さ
れ
、
涯
賃
四
年
夜
。
子
孫
側
々

滞
に
仕
へ
る
。

コ
ボ
リ
ナ
ガ
ヨ
リ
小
抑
制
来
初

活
務
左
内

・
左

兵
衛
・牛
右
衛
門
。
初
郎
防
附
。
貨
は
伊
藤
内
脈
問
出
澄

の
二
子
で
、
小
間
州
勝
経
の
養
子
と
な
り
、
亭
保
入
年

家
秩
二
千
石
を
m
盟
ぎ
、
馬
組
組
に
編
せ
ら
れ
、
小
松

町
奉
行
金
湖
町
奉
行
を
綬
て
定
番
頭
に
主
り
、
白

隠
入
年
致
仕
し
て
牛
山
と
梼
L
、
隠
居
科
三
百
石
を

受
け
、
明
和
二
年
十
月
四
日
入
十
二
歳
を
以
て
残
し

た
。
永
般
は
緬
山
叉
は
西
川
と
銃
L
、
そ
の
目
的
脅
幽

五


